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東京大学北海道演習林で半世紀に亘り実施されてきた林分施業法は、亜寒帯林における

持続可能な天然林施業のモデルとして大きな期待が寄せられている。しかし、近年択伐を

実施してきた林分において、後継樹の本数不足が懸念されている。天然更新を行いながら

立木本数を維持するためには、伐採や枯死による本数の減少を進界木によって補填しなけ

ればならない。そのためには、新たな稚樹の発生・定着が不可欠である。本論文は、北海

道演習林における択伐林分を対象に、異なる更新母体上でのトドマツ・エゾマツ稚樹の更

新状況、およびエゾマツ資源維持のための更新補助手段に関する調査を行い、それらの結

果に基づいて、択伐がエゾマツ・トドマツの更新に与える影響を評価し、種特性に応じた

更新戦略について、施業的な観点から考察を加えたものである。 
第１章では、北海道の亜寒帯林における択伐施業とその問題点について、これまでの関

連研究をまとめ、択伐林分を維持する要件として、成長量や蓄積の保続に加えて後継樹保

続の重要性を指摘した。 
第２章では、調査地に選定した東京大学北海道演習林の気候・地形・土壌の特長、森林

の現況、施業林分の特徴について概説した。 
第３章では、択伐がエゾマツ・トドマツの更新に与える影響について、択伐林分と保存

林分を比較した。コースウッディデブリ（倒木、折損木根、立枯木）の体積とそれらが林

床に占める割合は、保存林分の方が択伐林分より有意に大きいこと、エゾマツの更新母体

は、コースウッディデブリと生立木の根張りに限られていたが、トドマツは土壌上にも更

新していることを示した。各更新母体におけるエゾマツの稚樹密度は、択伐によって変化

しなかったが、土壌上と伐根上のトドマツの稚樹密度は、保存林分より択伐林分で有意に

高かった。エゾマツの総稚樹数は択伐林分よりも保存林分で有意に多かったが、トドマツ

では両者に差はなかった。これらのことから、択伐によって、エゾマツの稚樹数は更新母

体である倒木の量が減少することによって減るが、トドマツは伐根上と土壌上で更新が促

進されるため、稚樹数は減少しないと推論した。 
第４章では、択伐林分の伐根上での、エゾマツ・トドマツの更新状況を調査し、腐朽度

が進むにしたがって、針葉樹が更新している伐根の割合は増加する傾向にあること示した。

しかし、腐朽の進行した伐根でも、全てに更新木があるわけではないことから、伐根上更

新だけでは択伐によって生じたギャップを埋めるに足る更新木を確保することは難しいと

推論した。 
  第５章では、択伐林分の土壌上におけるトドマツの更新を調べた結果、 ほとんどの稚樹

は、集材路上と土壌マウンド上に分布しており、稚樹密度は、土壌ピット上や無撹乱土壌
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上よりも有意に高いことを示した。林冠が閉鎖した集材路上の稚樹密度は、ギャップにお

けるそれよりも有意に高かった。これらのことから、林冠が閉鎖している林分における土

壌撹乱は、トドマツの土壌上の更新に有効であろうと推論した。 
第６章では、択伐林分においてエゾマツの資源を維持するための更新補助手段について、

１）地掻きと施肥、２）丸太の搬入および３）植栽の３方法の経済性を比較し、植栽が最

も経済的に優れていることを示した。 
 第７章では、エゾマツの植栽上の問題点として、晩霜害の回避が重要であることから、

異なる標高の母樹に由来する苗木を、２つの異なる標高の試験地に植栽して、開芽時期を

比較した。その結果、標高の低い植栽地の方が早く開芽し、植栽地間で、種子産地の標高

によって開芽日に差は見られなかった。このことから、エゾマツの開芽の遅速には種子産

地の標高よりも、植栽地の環境が関与していると推論した。    
第８章では、択伐後ギャップに植栽したエゾマツ苗木の生育状況の観察から、十分な成

長が期待されることを示した。 
第９章では、第７・８章の結果から、エゾマツ資源の維持には、択伐後に霜害を受けに

くい小面積ギャップに補植する方法が有効であることを示した。 
以上、本論文では、北海道における天然林の主要構成樹種であるエゾマツ・トドマツに

ついて、択伐林分における両樹種の更新実態を詳細に調べ、両樹種は更新母体が異なるこ

と、エゾマツの更新は倒木に依存しているため、択伐林分では更新稚樹の確保は難しいこ

と、一方、トドマツは倒木のほか土壌上でも更新が可能であり、閉鎖した林分では小規模

の攪乱が、その更新に有効であることを明らかにした。また、エゾマツの更新は択伐後に

生じたギャップへの植栽が有効であることを示した。これらの知見は、択伐施業を実施す

る上での森林の取り扱いについて示唆に富む知見を提供したものであり、学術上応用上寄

与するところが少なくない。よって、審査委員一同は、本論文が博士（農学）の学位論文

として価値あるものと認めた。 
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